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 Fellowship（フェローシップ） 第９０号 

【NPOロースクール奨学金ちゅうぶニュース】 

 
NPO 法人ロースクール奨学金ちゅうぶ 会員の皆様 

 

 NPO 法人事務局です。いつもお世話になっております。 

 日頃は、当NPO 法人の活動にご協力を賜り誠に有難うございます。 

法人の現況をお知らせするFellowship 第９０号をお送りします。 

【フェローシップとは「奨学金」のこと。Fellow（仲間・同輩）を応援する気持ちを表しています。】 

 

第１９期奨学生・河井沙織さんの司法試験合格祝賀会を開催しました 

 第１９期奨学生の河井沙織さんが令和５年司法試験に合格し、１月９日、名鉄百貨店バンケットルーム

にて祝賀会を開催しました。河井さんは名古屋大学法科大学院既修コース２年在学中で、今年度から新設

された在学中受験資格を得て見事合格されました。 

 祝賀会には、賛助会員として田中清隆弁護士、平井宏和弁護士、加賀山瞭弁護士、元奨学生として杉原

浩介弁護士（第３期）、原春加弁護士（第５期）、広村春菜弁護士（第６期）、坂典子弁護士（第８期）、石

原知弁護士（第１０期）が駆けつけてくださり、当ＮＰＯ法人理事からは那須國宏理事長、細井土夫理事

及び榎本修専務理事が参加しました。 

 田中弁護士が乾杯の音頭をとり、祝宴が賑やかに始まりました。ご参加の皆様からひと言ずつお祝いと

励ましの言葉をいただきながら進行していきます。 

最初に、東京から参加してくださった加賀山弁護士（日弁連公設事務所・法律相談センター委員）から、

「弁護士ゼロワン地域は解消しつつあるように見えるが、弁護士の都市集中はますます進んでいて、公設

事務所任期終了後の後任が見つからない事態が多くなっている。今後、『弁護士過疎地』『弁護士ゼロワン

地域』は復活してくると思われる」と述べられ、これから弁護士となる河井さんや、弁護士過疎地赴任を

控える元奨学生の皆さんへ大きな期待を寄せられました。 

 ひまわり基金法律事務所への赴任を経験し、帰還した元奨学生（杉原弁護士【岡山県真庭市】、原弁護士

【三重県熊野市】）は、「就職難の時代には『ひまわり』が人気で、北海道や九州など遠方の事務所を幾つ

も訪問し、応募して、落選して…を繰り返し、やっと赴任先が決まったので隔世の感がある」としながら

も、「任地では大変なこと

もたくさんあったが、本

当に楽しかった！」と

口々に振り返りました。 

原弁護士は、「赴任先の

人々が温かかったとか、

土地が魅力的だったとか、

楽しかった理由はたくさ

んあるが、今考えると、

『自分が一番やりたかっ

たことを実際にやれてい

る』達成感が何よりも大

きかった。この先、結婚

や出産を経験したりして、
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人生その時その時で大切なことは変わってくると思う。無理のない、自分に合った選択をしてほしい」と、

経験に則した親身なアドバイスが贈られました。 

 また、現在、弁護士過疎地への赴任を準備中の広村弁護士は、河井さんへのお祝いの言葉に続けて、

「自分がいよいよ準備を始めてみて、人とのつながりや、そのつながりがもたらす大きな支援に感謝して

いる。今後の弁護士過疎地赴任の弾みになれば嬉しい」と決意を述べられました。 

 那須理事長からは、「このＮＰＯを立ち上げて２０年が過ぎた。設立当初は、奨学生の申込が２０名近

くあったが、法科大学院を取り巻く昨今の事情により応募者は激減している。元奨学生の皆さんのお話を

伺っていると意味のあることだと思うので、地道に活動を続けたい」との思いが改めて語られました。 

 参加者全員からのお話を受けて、河井さんから「法科大学院の進学については自信がなかったが、奨学

金のおかげで親を説得することができた。法科大学院の勉強でもつまずきそうになったが、奨学金のおか

げで勉強に専念することができた。」とお礼の言葉を述べられました。また、「司法試験に合格することは

できても、将来を考えると不安でいっぱいだったので、皆さんからたくさんのお話を聴くことができて本

当に良かった」と笑顔がこぼれました。 

 最後に、河井さんがエクスターンシップ受け入れ先としてお世話になったご縁で参加してくださった、

平井弁護士から花束の贈呈があり、合格祝賀会は盛況のうちにお開きとなりました。 

 

輪島の石井翔大（いしい・しょうた）弁護士への支援について検討しています 

 １月１１日付のメール速報でもお伝えしたとおり、輪島ひまわり基金法律事務所に赴任後、定着して、

輪島市内で石井翔大法律事務所を開設された石井翔大弁護士（第６期奨学生）とそのご家族については、

無事を確認しております。事務所も自宅も火災の被害は免れたそうですが、そのまま使用を続けられる状

態ではなく、かといって期日等は延期することもできず、現在は、石川県内の弁護士の応援を受けながら

日々の業務にあたっているとのことです。 

 当ＮＰＯ法人でも、報告を受け、状況を確認しながら、何とかできることはないかと模索しています。

報道によると、復旧にはまだまだ時間がかかると予想されます。われわれだからこそできる息の長い支援

を石井弁護士とともに考えていきたいと思っています。皆様にも、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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 弁護士過疎地等赴任の志を持つ学生を応援する 

特定非営利活動（NPO）法人 ロースクール奨学金ちゅうぶ 

〒460-0002 名古屋市中区丸の内３－２０－１７ ＫＤＸ桜通ビル１２階 

電話 052-957-2671 ファクシミリ 052-957-2677 

URL  https://lawsschubu.jp/ 
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